2016年 4月 26日

院生プロジェクト助成金募集要領

先端総合学術研究科

○　院生プロジェクト助成金募集の概要

目的：

先端総合学術研究科における研究活動の高度化・国際化を促進させるために、後期課程相当院生の運営する萌芽的プロジェクトに対し、プロジェクト研究および研究成果発表に必要な研究資金の一部を交付するものです。

募集内容：

	
	注意点

	研究代表者
申請資格
	博士予備論文を提出した立命館大学大学院先端総合学術研究科3回生以上

· 日本学術振興会特別研究員などで研究費を得ている者は研究代表者としての申請資格がないものとする。

· 事前に承諾を得たうえで、教員１名を教員責任者とすること
· 多数のプロジェクトに参画し、研究代表者または分担者としての責任が果たせなくならないよう留意すること
· 過年度に採択された公募研究会が継続を希望する場合も、再度申請を行うこと。

	助成対象経費
	院生プロジェクトで行う研究活動費

· 経費の使途は、旅費（国内・国外）、消耗品費、講師の謝金・旅費・宿泊費、資料・報告書作成のための複写費・製本費などとする。

	募集〆切
	2016年5月19日（木）午後5時

	助成金額
	1件につき10万円を上限とする全額またはその一部


＊　研究メンバーは、以下の通り定義する。

· 研究代表者：博士予備論文を提出した先端総合学術研究科3回生以上で、研究課題を統括し、研究計画の遂行、研究成果のとりまとめや公表、経費執行管理など、すべての責任を持つ者（休学中の学生は除く）。

· 研究分担者：先端総合学術研究科および他研究科の大学院生で、研究計画の遂行にあたり、研究代表者と共同して中心的な役割を果たし、研究成果公表にあたり実質的に参画する者。なお、日本学術振興会特別研究員に該当する院生については、研究分担者として参加することはできるが、特別研究員における専念義務があるため、旅費以外の研究費の支援を受けることはできない。また、研究代表者および研究分担者には、先端研の休学中の院生および、修了者、PDは記載しないこと。
＊　予算は研究科の「教育基盤」。1申請あたり総額上限10万円とする。

＊　すでに活動している院生研究会を母体にしてもよいし、「院生プロジェクト企画」のために設定してもよい。
＊　採用に際しては教授会で審査をおこなう。不採用・申請額からの減額もありうる。
＊　別の資金（教員の科研費）と併用することもできる（例：旅費は科研費、謝金は本助成金から支出）。この場合、教員責任者とよく相談すること。

＊　年度末まで予算を残し、駆け込みの予算執行を行わないようにすること。入念に計画を立案し、必ず実行すること。

○　申請から実施までの流れ

１．「院生プロジェクト助成金交付申請書」（別紙1）に記入・押印の上、先端総合学術研究科ライティング指導室（創思館307）に在室の研究指導助手に提出し、また記入した申請書類データを電子メールにて送付すること。

申請書類提出先：sentan01@st.ritsumei.ac.jp

　　申請書類：http://www.r-gscefs.jp/?p=917

　　　募集締切：2016年5月19日（木）午後5時
· 日本人に対して謝金・交通費・宿泊費を支払う場合、10.21％の源泉徴収すべき所得税及び復興特別所得税を上乗せした金額を必ず申請書に記載すること。たとえば、手取り額20,000円を日本人講師の指定する口座に振り込む場合、
20,000 ÷（1-0.1021）＝22,274.195….→22,274円（1円未満切り捨て）
上記の計算式に従い、22,274円と申請書に記載すること。金額記載を間違えるケースが多いので、特に気をつけること。また、外国人の講師を招聘する場合の税額については、事前に独立研究科事務室へ相談すること。
２．応募書類は5月24日（火）の教授会で審査し、採択企画および支給金額を決定のうえ、結果を5月27日（金）に公表する予定である。
３．研究会・講演会等を実施する際は、事前に「院生プロジェクト講師謝礼等申請書」（別紙2）、「振込先連絡書」（別紙3）を独立研究科事務室に提出（２週間前から受付）。全ての研究会・講演会等の実施後、「院生プロジェクト　企画開催報告書」（別紙4）を独立研究科事務室に提出。なお講師への謝礼・交通費・宿泊費の出金は、大学執行基準の原則に従い振込によって行う。

４. 採択された院生プロジェクトは年度末に研究科彙報に掲載する原稿執筆（A4 一枚程度）を求められる。詳細は別途連絡する。

○　国内・国外旅費について
　当該院生プロジェクトに必要な限りで、国内・国外への旅費（交通費・宿泊費）の補助を申請することができる。出張の実施から1週間以内に、独立研究科事務室まで「院生プロジェクト 旅費申請書兼報告書（別紙5）」を提出すること。

· 交通費補助は衣笠キャンパスから目的地までの交通機関を基本とし、インターネットの路線情報などから運賃が記載された経路情報を印刷し、「院生プロジェクト 旅費申請書兼報告書（別紙5）」とあわせて提出すること。

· 宿泊費補助は、1泊につき12,000円を上限とする。

· 交通費・宿泊費ともに宛名「立命館大学」とした領収書を貼付提出すること。但し、市バスなど領収書が発行されない交通機関については、貼付は不要とする。

· 領収書裏面に立替者の記名・捺印を行い、これが確認できるように、「院生プロジェクト 旅費申請書兼報告書（別紙5）」の領収書貼付欄に貼付すること。

○　複写費・製本費・通信費について
当該院生プロジェクトに必要な限りで、資料の複写、報告書の複写・製本、研究

会関係の連絡のための通信費（郵送料・宅配料）を申請することができる。

　なお、生協で消耗品やコピーカードなどを購入する場合は別紙「消耗品・コピーカードでの購入について（依頼）」を記入し、独立研究科事務室へ提出する。窓口で渡される「生協伝票」で生協にて購入した後、直ちに伝票を独立研究科窓口へ返却する（詳細はhttp://www.r-gscefs.jp/pdf/shikkouhouhou.pdf参照）。
＊　消耗品の購入や複写、製本をする場合、消費税の8%を含め計上すること。
＊　コピーカード、紙、切手・はがきの購入は、事務室の先端研担当者に申し出て生協伝票で購入することとする。なお、コピーカードは1枚1,000円（105度数）を基準に算定すること。

＊　外部のコピー・製本業者を利用する際には、事務室に相談すること。事務室より発注サポート業務（クレオテック）を紹介する。あらかじめ決まった業者がある場合は、業者作成の見積書を事務室に提出すること。見積書に従い、事務室から発注を行う。

個人の立て替えは行わないことが原則であるが、どうしても立て替えが必要な際は、事務室に相談すること。

○　その他

＊　予算執行は2017年2月末までに、すべての手続を完了すること。締切間際に駆け込みで予算執行することがないように、計画的に執行を完了するように努めること。

問い合わせ先

・院生プロジェクトの運営等について
――研究指導助手 sentan01@st.ritsumei.ac.jp
・出金手続きについて
――貝發（事務室）kaihatsu@st.ritsumei.ac.jp
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